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米国に住む「日本人ゲイ」により語ら
れる物語／語りに関する研究
どのように自身の性的マイノリティ性と人種・民族的マイノリティ
性について物語るのか

　本研究は、米国に住む「日本人ゲイ」が性的マイノリティ
性と人種・民族的マイノリティ性という二つのマイノリティ
性をどのように経験してきたのかについて記述することを目
的とする。本研究は語る内容のみならずどのように物語るか
という語り方、すなわち物語／語りのナラティブとしての側
面に着目し、カリフォルニア州サンフランシスコ・ベイエリ
アに住む三名の「日本人ゲイ」の物語／語りを提示・分析する。
三名の物語／語りは「オカマ」のような話し方によるいじめ
についての話や、日本企業の異性愛中心性についての話、日
本と米国どちらに住み続けるかについて思案するような話を
含んでいる。これらの話は既存の研究の指摘と多分に重なり
合う。
　ときに「日本人ゲイ」たちの物語／語りは両義性や矛盾を
含む。たとえば一方で人種的・民族的マイノリティ性をもつ
性的マイノリティが向き合う差別について語りながらも他方
で自身の「成功」について示すことや、「悲惨」なものとし
て語りうる物語をさまざまな工夫を通して「悲惨」な物語と
して語らないことなどの例がみられる。本研究はこれらの物
語／語りのもつ意味や役割について考察した。
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1. 問題の設定

1.1　背景と問いの設定
　近年の性的マイノリティを対象とした研究は、性的マイノリティ性をもつ

者たちのあいだの「差異」に着目する。日本の社会学者・クィア研究者である

森山至貴は、クィア研究のもつ視座について「差異に基づく連帯の志向」、「否

定的な価値づけの積極的な引き受けによる価値転倒」、「アイデンティティの

両義性や流動性に対する着目」と説明している。森山は、クィア研究は「差異

に基づく連帯の志向」について「多様なセクシュアルマイノリティを、それら

の差異をӅṭすることなく関連付けて考察すること」をめざすと述べている

（森山 2017: 125-128）。

　森山の述べるような性的マイノリティたちのあいだの「差異」は、さまざま

な社会的要素によって作り出されている。たとえばゲイとレズビアンは性的

マイノリティとしてまとめられるものの、それぞれが直面する課題や困難は

ジェンダーに基づき異なる様相を取るだろう。また「差異」の問題はゲイやレ

ズビアン、バイセクシュアルやトランスジェンダーというカテゴリー間の問

題だけに留まらない。社会的背景の違いや「能力差」、障害のあるなしなどは、

たとえばゲイというカテゴリー内のそれぞれの人びとの営む生を異なるもの

とするだろう。クィア研究の中には性的マイノリティ性とその他のマイノリ

ティ性という二つ以上のマイノリティ性に着目しながら、彼らが生きていく

なかで経験する複合的な社会的抑圧について描きだそうとする研究܈がある。

　米国に住む「日本人ゲイ」は、性的マイノリティ性と人種・民族的マイノリ

ティ性という二つのマイノリティ性を抱える存在だといえるだろう。クィア

理論家のジュディス・バトラーがフェミニズム運動における前提となる一ຕ

岩の女性という主体の存在について批判したように（バトラー 1999）、ゲイ解

放活動の中で語られてきた一ຕ岩のゲイという主体も、それが白人中心によ

るものだとして批判の対象となっている。人種的・民族的マイノリティ性を

有した性的マイノリティが直面する特有の課題や他者からのイメージについ

て多くの研究が指摘している（Eguchi 2011; 2014; Han 2015; Han et al 2014; 

Hanafusa 2020; Strayhorn & Tillman-Kelly 2013; Sueyoshi 2016など）。



未来共創  第 8 号（2021） 5

　それでは米国に住む「日本人ゲイ」に着目した研究は、これまでどのような

点に着目しどのようなことを明らかにしてきたのだろうか。社会学者のタマ

ガワ（2020）は日本から米国、カナダ、オーストラリアに移動した経験をもつ

55名の性的マイノリティに対して調査を行った。うち19名が米国への滞在経

験を有していた。この調査は彼らの性的難民性を明らかにした。回答者は一

方で日本でのいじめ経験や日本社会における性的マイノリティに対する無理

解を語り、もう一方で海外のLGBTQに対する׮容さについて回答している。

しかし性的マイノリティたちが渡ߤ後直面する海外における人種・民族的問

題や移住に関する問題、文化や言語の違い、健康保険に関する問題などの存

在も明らかになった（Tamagawa 2020）。

　社会学者のώラノ（2014）による研究も、タマガワの研究同様、日本から海

外に移動するゲイたちの経験を明らかにした。ώラノは14名のインタビュー

と2つの「在米日本人ゲイ」による手記の分析を通して、日本から米国へと移

動した者たちの来米の動機や米国での生活の様相を明らかにした。ώラノの

研究においても日本社会の異性愛規範は問題となる。「結婚や子どもを生み

育てることなどの日本の規範にためらいなくフィットできないゲイにとって、

移住は代壐の生き方を確保するための資源として機能」し、「日本人のセクザ

イルにとって、セクシュアリティは、キャリアや英語運用能力の獲得、文化

的緕出の期待を増やすことなど他の重要な要素と結びついている。これらの

要素が移動を促進する。キャリアの見通し、ゲイ・アイデンティティ、経済

的資源の結びつきの中で、日本人ゲイ男性は日本から離れるか、日本に住み

続けるのか、米国（またはカナダのいくつかの市）に住み続けるか日本に戻る

かを交渉する」という（Hirano 2014: 93-94）。

　以上の先行研究は性的マイノリティ性による日本社会での困難や、人種・

民族的マイノリティ性による米国社会での困難に直面しながら生活する「日本

人ゲイ」に関する物語の存在、ないし経験を明らかにしてきたといえるだろう。

先行研究はこの点で評価できる。なぜならば物語を明らかにし語ることは社

会変容のために大きな力をもつからである。この点を指摘したのは社会学者

でありゲイ・スタディーズに大きな影響を与えたケン・プラマーである。プラ

マーは近年米国において性に関わる物語が盛んに語られるようになっている
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ことに着目し、物語ʗ語りのもつ政治的な力について述べている。プラマー

は「セクシュアル・ストーリーは権力の流れのなかにいきる」という。ストー

リーは語ることによって想起される感情と結びつきながら、社会を変容させ

る力となる（プラマー 1998: 51-62）。すなわち以上に挙げた先行研究は、研究

を通して日本の異性愛中心性や米国ゲイ社会の白人中心性を指摘することに

よって社会変容を目指す一つの政治的な試みでもあった、といえるだろう。

　しかしながら先行研究は、米国に住む「日本人ゲイ」の物語ʗ語りの存在、

ないし経験について比較的画一的な捉え方をしてきた、とも指摘できるだろ

う。日本の異性愛中心性や米国における白人中心性はもちろん批判されるべ

き対象である。しかし米国に住む「日本人ゲイ」たちが、いつもみずからの性

的マイノリティ性と民族的マイノリティ性を強調するような物語を語るとは

考えづらい。むしろ彼らは自身の物語について語る際、自らのマイノリティ

性を強調するような物語ʗ語りや、自らのマイノリティ性を否定するような

物語ʗ語りや、その両方を自覚的・無自覚的に混ぜながら物語るのではない

だろうか。この揺れ動きを捉えることこそが、彼らの性的マイノリティ性と

人種・民族的マイノリティ性についてよりよく理解することにつながるので

はないだろうか。

　本研究は、米国に住む「日本人ゲイ」が性的マイノリティ性と人種・民族的

マイノリティ性をどのように経験してきたのかについて記述し明らかにする

ことを目的とする。本研究は語りのナラティブとしての側面に着目し、語り

の内容と、語り方双方を分析の対象とする。その物語や物語を語ることは語

る者にとってどのような意味をもっているのだろうか。

　本研究は以上をリサーチクエスチョンとし、以下で「日本人ゲイ」たちの来

米と米国での暮らしに関する物語ʗ語りを記述していく。次節では本研究に

おける研究対象を提示する。第二総では三名の「日本人ゲイ」の物語ʗ語り

を提示する。三名の物語ʗ語りは、「日本人ゲイ」たちが直面するさまざまな

課題を含んでおり、またその物語の語りには特徴がみられる。その点に焦点

を当てながら提示する。第三総では三名の物語ʗ語りを分析・考察する。ま

ず先行研究にみられたような日本における異性愛中心性や「日本人ゲイ」たち

の米国での人種・民族に基づく周ԑ性が語られているかという点を検証する。
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その後、三名の物語ʗ語りにみられる自身の表象の揺れ動きに着目し分析を

行う。第四総では本論文の限界を指摘しまとめとする。

1.2　調査対象の設定
　本研究の調査対象は、米国カリフォルニア州サンフランシスコ周辺地域（以

後サンフランシスコ・ベイエリア）に居住する「日本人ゲイ」たちによる性的マ

イノリティ性と人種・民族的マイノリティ性に関する物語ʗ語りである。本

研究の調査対象の選定理由は、サンフランシスコ・ベイエリアが歴史的・地理

的に「日本人ゲイ」による物語ʗ語りを収集するための適切な場所であること

による。

　サンフランシスコ市は米国西海岸にあり、日本の福島市とほぼ同じ緯度に

位置する人口約88万人の都市である。サンフランシスコ市は長らく米国西海

岸の経済・物流において重要な場所であり、近年は多くの情報通信技術関連

企業の本拠地となっている。その結果近年地価の高騰が問題となり 1、多くの

住民は郊外へと移住している。この現象は昔からのサンフランシスコ市、サ

ンフランシスコ近郊の市をまとめたサンフランシスコ・ベイエリア（またはベ

イエリア）という枠組みをより強めている。

　サンフランシスコ・ベイエリアの特徴は住民の人種・民族的多様性にある。

サンフランシスコ・ベイエリア全体の統計をみつけることはできなかったも

のの、サンフランシスコ市の人種割合は2019年の調査において白人が46.4％、

ώスパニック・ラティーノではない白人が40.5％、アジア人 2 が34.4％、ώ

スパニック・ラティーノが15.2％、ࠇ人およびアフリカンアメリカンが5.2％、

二つ以上の人種的ルーツをもつ人が5.6％、ネイティブハワイアンもしくは

他の太平洋の諸島地域が0.4％、のように続いている 3（United State Census 

Bureau 2019a）。サンフランシスコ・ベイエリアの一角となるオークランド

市の人種割合は、白人が35.5％、ώスパニック・ラティーノではない白人が

28.3％、ώスパニック・ラティーノが27.0％、ࠇ人およびアフリカンアメリ

カンが23.8％、アジア人が15.5％、二つ以上の人種的ルーツをもつ人が6.9％、

ネイティブハワイアンもしくは他の太平洋の諸島地域が0.9％と続く（United 

State Census Bureau 2019b）。この地域は多くの雑誌や本で人種・民族的多様
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性を顕現する場所として表象される。しかし現実には異なる人種間でのヘイ

ト・クライムもしばしば報告されている。

　サンフランシスコ・ベイエリアは日本にルーツをもつ人びとが多く集まる

地域でもある。サンフランシスコ市はジャパンタウンを有する。ジャパンタ

ウンは日系企業の運営する書侂や、日本の食材を多く取り扱うスーパー、日

本食レストラン、土産物屋、100円均一の侂などを有し、「日本人」・日系人を

主なサービス対象者とするシニアセンターや寺院も存在する。例年4月には

祭りが開催され盛況を呈する。ジャパンタウンはしばしば日本の綆行者から

「本当の」日本でないと評されることもあるものの、その存在は日本から離れ

た者たちにとって日本とのつながりを感じさせる場所となっている。

　サンフランシスコ市は1960年代から本格的に始まったゲイ権利獲得運動

の中心地の一つとなった。現在でも市内カストロ地区には多くのゲイバーが

存在し、ゲイたちが性的な出会いを求め集うゲイサウナも存在する。「ゲイ・

ニュースペーパー」と呼ばれる週ץ新聞は、ゲイが多く参加したイベントの報

告や、LGBTQをテーマにした映画や本の紹介、ゲイの活動家や有名人のイ

ンタビュー記事や、イベントやサービスの広告などを掲載している。多くの

ゲイ支援団体は、それぞれHIV ʗエイズに関する問題、雇用問題、高齢者問

題、若者の問題など幅広い問題に対する情報やサービスの提供を行っている。

しかしながら人種・民族的マイノリティのゲイたちが周ԑ化されていると指

摘されてもいる。人種・民族的マイノリティのゲイたちは、自らが団体やサー

ビス・サークル等を立ち上げ活動している 4。

　私は2018年10月～ 12月、2019年11月～ 2020年3月までの約8 ϲ月を中

心にサンフランシスコ・ベイエリアへと複数回赴き、現地に住む「日本人ゲイ」

8名にインタビューを行った。インタビュー協力者の年齢は30代が1名、50

代が3名、60代が4名だった。8名中7名は結婚経験があり、うち2名はパー

トナーと死別し現在一人暮らしだった。

　インタビュー協力者をืる方法は、インターネットの情報、人からの紹介

などである。私はゲイと自認しており、滞在中にゲイたちが利用するスマー

トフォンのアプリケーションを利用し知り合った一人の「日本人ゲイ」と交友

をもった。また私はインターネットを通じてサンフランシスコに居住する一
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人の「日本人ゲイ」の存在を知り、その人にメールでコンタクトをとった。両

名は自身もインタビュー対象者となり、さらに「日本人ゲイ」のز人かと「日本

人ゲイ」たちが集まる会合を紹介してくれ、そのつながりを基にインタビュー

協力者をืった。

　私はҿ食侂やインタビュー協力者の自宅などで、一人につき最低一回から

複数回のインタビューを行った。インタビューは非定型的なインタビューと

なったが、生まれてから現在までにおこった出来事について語ってもらうよ

う促した。インタビュー協力者と共に散歩することやҿ食を行うこと、会合

への参加も行い、そこでおこった出来事についても記録するよう心がけた。

インタビューは可能な限り録音し、録音できない場面ではフィールドノート

を取るようにした。なお本研究は、大阪大学大学院人間科学研究科・共生学

系研究倫理審査で承認済みの「ゲイと『老い』に関する民族誌的研究」で実施し

たインタビューとフィールドノートの一部を分析したものである。

　この総のしめくくりとして、本研究における「在米日本人ゲイ」の定義を示

したい。本研究における「在米日本人ゲイ」の定義は「日本に長く住んでいた

経験をもち、現在米国に住んでいるゲイ」という緩やかなものである。なぜな

らば「日本人」という概念が非常にあいまいなものだからである。

2.　「日本人ゲイ」の物語／語り

　本総では本研究で行ったインタビューとフィールドワークを基に、シンヤ、

ユウ、ώロシ（名前はそれぞれ仮名である）という三名の物語ʗ語りを順に提

示する。

2.1　シンヤの物語／語り
　はじめに提示するのはシンヤの物語ʗ語りである。シンヤの物語ʗ語りは、

先行文献がこれまで指摘してきたような日本の異性愛中心性と来米後の日本

と米国のはざまに立つ「日本人ゲイ」の物語ʗ語りの代表例となる。シンヤの

物語ʗ語りにみられる学生時代の経験や、日本に対する複雑な思いに着目し

ながら以下の文総を読んでほしい。
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　シンヤは50代のゲイである。彼は20代に来米して以来米国に住み続けて

きた。私とシンヤとの出会いは、私がサンフランシスコ・ベイエリアでの本

格的な研究開始前にサンフランシスコに滞在した際の個人的なものであった。

私はのちにサンフランシスコ・ベイエリアに住む「日本人ゲイ」に対しても本

格的にインタビューすることに決め彼にインタビューを頼んだ。今回提示す

る物語ʗ語りはこれまでの彼とのやり取りをまとめたフィールドノートを参

照している。

　シンヤは他のインタビュー協力者と二つの点で異なっていた。この二つの

相違点が彼の物語ʗ語りに特色を与えていたように考えられた。

　一つ目の相違点は、シンヤが私に対してしばしば批判的な態度を取ったこ

とだった。例えば私は一度日本の浅優のように整った彼の容姿について๙め、

榓ましがったことがあった。しかし彼は私のことばについて、米国人は目淒

立ちのはっきりしたアジア人のことを好きではないといって否定した。彼は

私の研究に対しても批判したことがある。ある時彼は、私の研究場所の選定

について次のように批判した。

はサンフランシスコで研究しているの。何かここじゃないといけない܅

理由があるわけʤ私に尋ねるようにʥ。止めた方がいいよ。他のところで

研究した方がいいよ。トロントとかボストンとか、オーストラリアとか

でもいいじゃないʤ諭すようにʥ。家奶が高すぎるよ。

彼のアドバイスは確かに私にとって的を射ていた。家奶が世界的にみて高い

サンフランシスコ・ベイエリアで生活するのは、私にとって容易いことでは

なかった。彼は長年米国で生きてきたことに対して強いプライドをもってい

るようにみえた。シンヤの私に対する批判はサンフランシスコ・ベイエリア

に来たばかりの「新参者」である私に対してのアドバイスであるようだった。

　しかしシンヤが私に対して批判的なアドバイスをする理由は他にもあるよ

うに考えられた。それはどうやら私が研究後に日本に帰る人間であることに

関連しているようだった。彼は私と話をするときしばしば日本に戻りたいと

いう旨の語りを行った。ある日彼から聞いた語りが彼の来米理由を説明して
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いるように考えられた。この日のフィールドノートを以下に提示する。

　「子どもの頃はどんな子どもだったんですか」。私はシンヤに尋ねた。

シンヤは「それっていつ頃」と私に聞き返した。私は「10代とか」と返答し

た。シンヤは語った。

　「すごい神経質な子だったね。あのね。小学生の時に๻の推榗した男の

子が立ީ補して生徒会長になったの。そしてすごく活発だったの。でもね、

中学生の時にある一人の女の子にその活発な姿を浄鹿にされたのね。そ

して高校生の時にアイツのしゃべり方は『オカマ』だっていわれて話せな

くなったの。アメリカに来て30年経って、だいぶ昔の自分を取り戻した

けどね」。

　私は「内向的になったんですね」といった。シンヤはいった。「でも๻は、

性格検査をしてもすごくめずらしくて、はっきりした結果が出ないんだ。

それにその質問の意図がわかってしまうから、あえて自分と反対な答え

を選んだりしてる。何回か心理カウンセリングにいったけど、並みのカ

ウンセラーじゃ๻の相手はできないよ。だってカウンセラーよりわかっ

てしまうんだもん。何人かすごい人がいたけどね。逆にこっちがカウン

セリングをするくらいだもん」。

　「でももう疲れちゃった。うん。実は父が認知症になってね。それで最

後は看てあげたいと思ってる。それにね。うちは家族みんな知ってるん

だʤシンヤの家族はシンヤのセクシュアリティについて知っているʥ。だ

からアメリカにいる必要がないんだよね」。

　私はいった。「確かに帰っても理解してくれる人がいるわけですよね」。

「もちろん周りの友だちは、アメリカと日本をいったり来たりする人も

いるよ。でもお金ないし、車も売り払ったし、なによりシングルだしね。

他の人たちにはアメリカ人のパートナーがいるからね。後悔するかなっ

て思うんだ。でも後悔っていう経験をしにいくんだ。しない後悔よりずっ

といいでしょʤ私に尋ねるようにʥ」。

　シンヤは日本に対しての複雑な思いを私に物語った。私は、日本に帰りた
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いと何度も語りながら、なかなか踏み出さない彼に対して՗立ってもいた。

しかし同時に私は日本と米国のはざまで揺れる彼に対して強く共感してもい

た。彼の日本に対する複雑な心持ちは、私の彼に対する印象に「投影」された

ようだった。

　上記の「シングル」「パートナー」ということばのように、シンヤは私にしば

しば緅愛の話を語り、しばしばそれを日本への帰国希望の理由に位置付けた。

今回インタビューをした8名のゲイの中で結婚経験のない独身者はシンヤの

みだった。この点が彼の他のインタビュー協力者と異なる点の二点目だった。

緅愛についての話は今回他のインタビュー協力者によってしばしば語られた

話でもあった。

　シンヤは他のインタビュー協力者同様緅愛を試みたが、文化の相違により

うまくいかなかったといった。彼は「日本人ゲイ」の緅愛相手を探したが、緅

愛はなかなか上手くいかないといった。彼はある時「オープンリレーション

シップ」という関係の様式を批判した。米国に住むゲイたちの中には、特定の

パートナー以外のゲイと性的な行為を楽しむ者もいると彼は語り、その関係

について以下のように批判した。

「オープンリレーションシップ」のずるいなって思うのは、自分の欲しい

ものは全部欲しいんですよ。でしょʤ尋ねるようにʥ。๻はアメリカ人の

彼氏がいるけど、若い子が彼氏としてほしいから若い子と付き合う。オー

プンで。ずるいじゃないですか。だってさ。一夫多妻制なんてさ。もう結

婚も認められたんだから、それに対して「オープンリレーションシップ」っ

ていうことばをゲイだけが許されるってそんなのおかしいよ。

「オープンリレーションシップ」は日本に住むゲイにもみられる。しかし彼に

とって「オープンリレーションシップ」は、米国におけるゲイたちの関係の様

式の代表として捉えているようだった。

2.2　ユウの物語／語り
　次にユウの物語ʗ語りを提示する。ユウの物語ʗ語りの特徴は、インタ
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ビューを通してユウが私に対して自身をどのような存在として物語るか、ど

のような存在として立ち振る渢うかについて両義性をもっていることにある。

その両義性に着目しながらユウの物語ʗ語りを読み進めてほしい。

　ユウは60代のゲイだった。彼は小柄な身体に丸眼ڸをかけていた。彼はい

つもバリトンの声でゆったりと明經に私に話しかけた。彼の声や彼の立ち振

る渢いはいつも「大人な」落ち着きを緺し出しているようにみえた。確かに彼

はフィールドワーク中に私が知り合った人たちの中で、一位二位を争うほど

頭脳明᏷で教養に富んでいた。彼の頭脳明᏷さは教育・キャリア歴からも伺

えた。彼は日本で有数の男子校出身で有名な国立大学を卒業し、東京の企業

への就職ののち、カリフォルニア支侂への転属をきっかけとして来米したの

だった。

　ユウと私の出会いは、私と何人かの「日本人ゲイ」との会食を通した集団イ

ンタビューの際に訪れた。私はその後ユウに対して個人インタビューを頼ん

だ。ユウは私を彼の自宅に招待した。その家は「߽佪」だった。ユウは最初に

来た客人に対していつもそうするように自宅を案内した。玄関をくぐるとそ

こにはリビングルーム、ダイニングルーム、書ࡈが60緶は下らないのではな

いかというほどの空間で続いていた。その家はもともとエンジニアで建築士

をしていた男性の持ち家だったそうだ。

　ユウが私を自身の自宅に招待する理由として、80代後半のジャックという

白人パートナーの存在があった。ジャックは非常にԺやかで理知的な人だっ

たが、年齢による身体的な衰えには勝てないようだった。ジャックはインタ

ビュー中、私たちの声が聞こえているのか聞こえていないのかくらいの距離

で、槎除や片付けなどの作業を黙々としていた。この個人インタビューでユ

ウから聞くことになった物語の一つが、ジャックとの結婚の物語だった。ユ

ウはアジア系のゲイたちが集まる団体への参加を通してジャックと知り合っ

たと語った。彼はインタビューで結婚式の直前の様子についてまるで昔を懐

かしむように私に物語ってくれた。

高校生のʤ米国留学中ʥときにホストペアレントだった親がいるわけです

よ。親にカミングアウトしてて、ジャックとかにも紹介しててすごく親
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しくしてたんだけど、その親に結婚することにしたって電話したんです

よ。何日に結婚するよって。そう、よかったわねっていってくれて。そ

うしたらね。結婚の前日かな、当日かな、にお花のアレンジメントが俶

いたの。お絭いにっていって。で、そのお花をボタンホールにさして式

に臨んだの。

　ユウは高校時代に留学経験があった。その経験で浒った自身の英語力を生

かして、大学時代は新宿二丁目で外国人とよく交流していたとも物語った。

　インタビューを終えると、ユウは私に世界各国の料理を振る渢ってくれた。

私は彼の作った料理とジャックの選んだワインに楸ޑを打ちながら、彼によ

る料理の材料や調理方法、料理の歴史についての解説を聞くのだった。彼は

食材や調理方法はその国の歴史や社会や文化を映し出すと私に語った。

　以上のようなユウの一側面のみを切り取れば、ユウは米国で「成功」した「日

本人ゲイ」となるだろう。しかしながら彼は私に「日本人ゲイ」の差別にまつわ

る歴史についてよく物語った人物でもあった。

　ユウが私に対して教えてくれたことばの一つとして「ゲイ難民（gay 

refugee）」があった。彼はある時、自身が関わっている月一回のホームレスに

対する食事提供ボランティアについて物語った。「ボランティアで興味深かっ

たことの一つに、ホームレスの子どもたちのLGBTQの比率がとても高いこ

と。おそらくそのホームレスの団体に関わっている子どもたちの4割くらい

がLGBTQだと思う」。

　その時一緒にいた他の「日本人ゲイ」による「まるで『ゲイ難民』みたいです

ね」という感想にユウはᰐき、私に「ゲイ難民」ということばの意味を説明し

てくれた。それはもともと住んでいた国や地域の異性愛中心的な社会規範に

迎合することができず、他の国や地域に渡ったʗらざるをえなかった人びと

という意味だった。彼は以下のように語った。

とりあえずサンフランシスコに来ればなんとかなると思って多くの子ど

もたちが集まってくる。この前Facebookでみたんだけれどね。一人の子

どもがカミングアウトしたら、親が高校を卒業したら家から出ていけと
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いったそうだよ。その家族はカリフォルニア州の決して田ࣷに住んでい

るわけではないんだ。このご時世になってもそういう人がいる。

　その話を聞いた後日行ったインタビューで、彼は自身の「ゲイ難民」性につ

いて語ってくれた。それは彼が日本のۜ行に勤めていた時代の「職場の付き合

い」に関する話だった。

就職した時は1978年。その時にそういう企業に入ったわけですよ。そし

たら同じ部署にタイに奉在員でいっていた方がいらっしゃって。「タイな

んていいですよね」ってʤユウがʥいったら、「日系企業ってご接待とか

多いんですよ」って。「接待いくとまず女性のいるところにいって、その

日の連れになる女性を選ぶんだよ。で、その女性をそれぞれ連れてゴル

フにいって、ゴルフをしてお食事をして、その後はそこに戻ってその女

の方と楽しんでʤ性的な接待を受けてʥ終わるんだよ」って。私はそれを

聞いた時「お客さんの前で๻ちょっとそういうのやりたくないです」とか、

「男の子の方がいいでしょ」なんていえないよねって感じで。これでこの

企業で私の将来どうなるわけって思ったもんね。

彼の来米のきっかけは女性差別的であり異性愛者であることを当たり前とす

る日本の企業文化に疑問をもったことだった。彼はその後、海外赴任で日本

からカリフォルニアにいくことを命じられたが、その時のことをラッキーだっ

たと振り返った。ユウの移動のきっかけの一つは、異性愛中心性を帯びる日

本から逃げることだったのである。

　ユウは米国におけるアジア人に対する差別についても物語った。その物語

の一部を下に挙げる。

アメリカで人種差別的なことって結構最近まであったわけで。歴史の中

で。当然私が生きてる人生の中でも。๻がその差別の対象にあったって

いうことはなかったんだけど、色々考えてみると私がアメリカに来る

ちょっと前までは、普通の白人の人たちが入るバーにアジア系の人たち
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はいかなかったりとか。やっとアジア系の人がいけるバーがロサンθル

スにできてみんながいってたんだよっていうような話を私は聞いたこと

があって。私がロサンθルスに住んでた頃には既にね、二ݢか三ݢくら

いアジア系の人たちが集まるバーがあって。でもね。普通のバーにも入

れないことはないんだけどいったってなんとなく、私はこっちで育った

アジア人じゃないのでそういうのって最初は意識がなかったんだけども、

ずうっとこっちで生まれ育ってきた人たちは、昔は偏見とか差別とかっ

て。だから普通のバーにいったって孤立しちゃうんだよ。でね、もうはっ

きりいってね。俐明人間になったみたいな感じがするんだって。誰もア

ジア系に興味がなかったりとか。仮にこっちからアプローチしたってだ

いたいもうリジェクトされるのはわかってるみたいな。

　彼はインタビューの中で、アジア系のゲイたちが自身の問題に対して自身

で解決するためのグループを作っていったという歴史や、そのグループに自

身も関わっていたことについての物語を丁寧に教えてくれたのだった。

　ユウは社会貢献に心をࡅいていた。彼の社会貢献は主にゲイの人たちや民

族的なマイノリティの人びとを対象としたグループに対して行われているよ

うだった。社会貢献という行為は、米国社会において「成功」を収めた者とし

ての義務的な側面もある。しかし彼による社会貢献は、その行為によってゲ

イに対するネガティブな印象を払拭するという目的があるように考えられた。

2.3　ヒロシの物語／語り
　最後に提示するのはώロシの物語ʗ語りである。ώロシの物語ʗ語りはど

のように物語るか、という点において他のインタビュー協力者と異なる特徴

をもつ。この点に着目しながらώロシの物語ʗ語りを読んでほしい。

　ώロシは60代のゲイで海Ԋいの街で美容室を開いていた。ώロシの職業は

他のインタビュー協力者と異なっていた。彼は唯一自営業を営んでいた。

　ώロシを知った方法も他のインタビュー協力者とは異なっていた。私は彼

を「日本人」が多く集まる教会で知り合った女性を通して知った。その女性は

彼に涄を切ってもらっているようだった。私は彼とメッセージでやり取りを
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行ったが、メッセージをやり取りしているうちに彼の面白さについて理解し

た。彼は自身が映っている写真を私に送ってきた。その写真はおそらく侂の

宣伝写真のようだった。އを着て右手を広げた男性と金色の着物を着た女性

が笑顔で写真に写り、彼がその前で、右手で身体を支えながら横向きに縐て

いた。べっߕ色のຮにクリーム色のԑが印象的な眼ڸやᤳᤶと֚骨、ハート

マークにLIVEと書かれたプリントのあるエプロンを着て、ࠨ手を顔の位置

まで上げࣃをみせながら笑う彼の姿は、まるで教育番組の司会者のようにも

みえたし、私がイメージする美容に関する職業に就く「ゲイ」そのものにもみ

えた。

　もう一点、ώロシが他のインタビュー協力者と異なる点があった。それは

彼がユウたちの参加する会に参加していない点だった。ώロシはあまり「日本

人ゲイ」たちと積極的な交流を希望していないようにみえた。私は前述のユウ

に対して、ώロシのことを知っているか尋ねたことがあった。ユウはώロシ

の存在を知っていたが、彼について積極的に語ろうとはしなかった。両者の

あいだには「みえない壁」があるようにさえ思えた。

　大きな槜から海を見渡せる美容室で、ώロシは私の涄を切りながらこれま

での人生について物語った。しかし彼の物語は、ユウとシンヤによる物語と

まったく異なっているような印象を受けた。なぜならば彼の語り方は語るこ

とを᪳᪯うような間や、考えながら話すというような話のスピードの緩急を

含んでいなかったからだった。彼は自身の物語を一気に話した。そのあまり

に流れるような語り方に、私は彼がその物語を自身の経験からဃ離させてい

るような感触すらえた。しかしそれでも彼の物語ʗ語りは面白かった。私の

涄を切る᭔がサクサクと調子を取り、私はまるでώロシによる「小涋」や「演劇」

をみているようなࡨ覚をえた。

　ώロシは東京で生まれた。彼の初めての性的な経験は4歳の時に近所の男

性とだった。紶乱で紅物中毒だった父親は幼いώロシに性的ないたずらをし

た。ώロシの母親は暴力を振るう父親から逃げるためώロシと妹を連れて引っ

越した。母親は「水商売」の仕事に就いたため、ώロシは幼い妹の面倒をみて

夜を過ごしたと語った。

　ώロシは学生時代女性から「モテた」。しかしώロシは男性にしか興味がな
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かったという。たくさんの男子同級生や先輩、先生とも性的な関係をもった

といった。彼は高校生の時、母親に「ゲイ」が読む雑誌をみつけられてしまっ

たときのことをこのように振り返った。

この雑誌お母ちゃん全部読んじゃった。男の絖は載ってるし男同士の緅

愛の話もいっぱい載ってるけど、お前男が好きなのかʤ尋ねるようにʥ。

黙っちゃったんだ。やっぱり悪いと思って。そしたらおかあちゃん。私ね、

男大好き、って。男なしでは生きていけないわって。その男なしでは生

きていけないお母ちゃんの息子が、男が好きなのは不思議じゃないじゃ

ないʤ諭すようにʥって。

　母親はώロシを自衛隊に勤めるゲイカップルの家へ連れていき、彼は男性

を好きになるのが自分だけでないことを知った。彼はその後新宿二丁目の存

在を知り通うようにもなった。彼は自衛隊で働く中で、多くの隊員や教官と

性的な関係をもったことを自ຫげに語った。

自衛隊にいた時はすごい思いっきりモテて。もう人間関係だけでも男関

係300人ぐらいとヤッたʤ性的な行為をしたʥのかなあ。だってアタシは

もうその頃可愛かったし女性っΆいところもあったし、それでちょっと

いうと「やってくれ」ってʤ相手はʥジッパー降ろすからね。それでジッ

パー降ろしてイッたʤ射精したʥ後、いきなりギルティになるわけだ。「あ

れー」って「やべえ」って。「Զゲイじゃないよ」って。だから「わかった。じゃ

あいいんじゃない。別にもう終わりにしよう」っていうけど、一度味し

めちゃうと「頼むよ」ってまた来るの。

　自衛隊を辞め美容系の学校に通ったώロシは、タレントの専属スタイリス

トとしてテレビ局等で働くことになった。彼はそこで成功を収めた。「思いっ

きり売れ始めて。それで面白いくらいお金Քげるから。バブルだったし。月

300万くらいՔげるから。車もベンツに乗ってイッセイミヤケの服全部買っ

て」。彼は絶頂期の時ドイツ人と知り合った。「自分の人生って一体なんだっ
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たんだって急にその時思った。このまま死んでしまってゲイをӅしていくの

であれば未知の世界にいってみようって思ってアメリカにやってきたの」。

　私たちは場所を変えώロシの自宅で話をした。彼の一ݢ家はٰの中腹にあっ

た。それは彼とパートナーが二人で住むには大きすぎる家のようにみえた。

　「私の人生ってものすごく面白くて。すごい不思議なことがやっぱりおきる

人だったの昔から」。ώロシは自衛隊を辞めた後、役者になろうとして借金を

作ってしまったこと、借金返済のため男性相手に性的なサービスを行う侂で

働いたこと、知り合った「ケチな」ドイツ人のボーイフレンドの話など、これ

まで語らなかったことを語ってくれた。

　ώロシは来米後、ドイツ人のボーイフレンドと一緒にサンフランシスコに

住みながら美容学校に通った。しかしボーイフレンドは死んでしまった。彼

は遺産をめぐりボーイフレンドの親族と争ったが、ビザの期限切れについて

密告されてしまい刑務所に入った。彼が弁護士に刑務所から出る方法を尋ね

ると、投資ビザの取得をアドバイスされた。彼はビザを得るため美容室を開

いた。「大当たり。サンフランシスコで3本指に入るくらい。ビジネスパートナー

のエリックがいて。9人スタッフがいて。ボーイフレンドもできて。40代の

アタシって全盛期だった」。

　「全盛期」だったώロシに転機が訪れた。ビザの書き換えのために日本に戻っ

た際、更新を拒否されてしまったのだった。彼を米国に呼び戻そうと必死に

なったのはビジネスパートナーのエリックだった。エリックはώロシのこと

が「大好き」だった。しかしエリックはカトリック教徒だったため結婚するこ

とはなかったそうだ。ώロシは米国にいく方法を模ࡧし、۝州から来た「サイ

キック」の「心綻治療」を受けた。

入口入った絸間に私気絶しちゃったの。ゲッて。気絶してやっと起き上

がって目開けたらね。その教榵様が目の前にいて、帰れるからってその

一言。帰れるからって。何もいってないんだよ。質問もしてないし。入

り口で倒れちゃったから。帰れるからっていわれて。それでああ帰れる

んだって思って。じゃあ私帰るっていってチケット買って。それで飛行

機の中でディナイドされて拒否されたりとかっていうことも全部記入し
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て。一か八かで帰ってこようと思って入ってきました。それで弁護士は

外で待ってて。普通は強制送還されるんだって。だけど入ってきたらた

またまいい人に当たってて。「わかった」って「ほんとは܅ね、入れない

んだけどって、܅どうもἛついてるようにみえないしって。どうしても

そのお侂の事後処理とかしないといけないから帰ってきたんでしょう。

入りなさい」って。それで入れたʤ入国できたʥの。

ώロシは、しばしばこのような人知を超えた力の存在について物語った。彼

は美容室の物件や今住んでいる家も「サイキック」への相談の上決めたとイン

タビューで語っていた。

　エリックはώロシの人生において重要な存在だった。米国に再入国した彼

はボーイフレンドに別れを告げられてしまった。彼はサンフランシスコの家

を売り女性と結婚し永住ビザを取得した。離婚したώロシはゲイのパートナー

をみつけて結婚した。「エリックもうすごい喜んでくれて。エリックがずっと

私の面倒みてくれて。もう親みたいにしてくれて」。しかしエリックはパーキ

ンソン病になってしまった。ώロシは懸命に看病した。

私は毎日彼の家まで介護に通っていて。私はうちの夌倈とコンドに住ん

でたんだけど。もう通うの大変だからエリックに家を売ってっていって。

私たちの家も売るから、一緒に住もうっていってこの家を3年前に買っ

たの。

ώロシはパートナーとエリックの三人で一緒に住みエリックが亡くなるまで

看病したと語った。現在ώロシはエリックが亡くなり広くなったスペースを

人に間壗ししているという。ώロシはどん底の時必ず誰かが助けてくれるこ

と、「カミサマ」は人の形をした人間として現れることを語り、そのために見

返りを求めずに人にいろいろなことをしているのだと語った。
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3. 物語／語りの分析

　本総ではシンヤ、ユウ、ώロシの物語ʗ語りを分析する。まずシンヤの物

語ʗ語りが先行研究により指摘されてきた「日本人ゲイ」に関する物語と多く

の点で重なること、シンヤにとっての自身の理想とする物語が規範となりシ

ンヤに影響を与えている点について指摘する。次にユウとώロシの物語ʗ語

りに着目し、ユウとώロシの物語に観察される両義性や矛盾について分析し

たい。

3.1 物語／語りにみられる規範
　シンヤによって語られた物語ʗ語りは、既存の研究が明らかにしてきた日

本における異性愛中心性と、日本社会と米国社会のはざまで試行ޡࡨしなが

ら生活するゲイについての物語ʗ語りと多分に重なり合う。

　シンヤは学生時代に経験した自身の「オカマ」のような話し方に対するᎏ᎐

の結果、失語的な状況に追い込まれた自身の経験について物語る。「オカマ」

が日本社会においてゲイに対するพ称として用いられてきた点は、既に多く

の史料や文献で指摘されてきた。これらの経験がシンヤの来米のきっかけの

一つとなったことが考えられるだろう。

　シンヤの今現在日本に帰るかどうか思案しているという語りは、日本社会

と米国社会のはざまにいるシンヤの姿を映し出しているといえるだろう。日

本は本来学生時代のいじめを受けた経験によりシンヤにとって飛び出したい

場所だったはずであるものの、現在は親の介護と「看取り」を理由として帰る

べき場所へと変わっている。シンヤがこの相反する話をほぼ続けざまに語っ

ているのが特徴的である。この相反する物語ʗ語りは、シンヤの日本に対す

る両極な感情とその揺れ動きを表しているように考えられる。

　シンヤは日本同様、米国に対しても両極な感情を抱いているように考えら

える。シンヤにとって米国は「昔の自分」を取り戻すための目指すべき場所だっ

たはずである。しかし現在のシンヤは米国に対して批判的である。それは私

のサンフランシスコ・ベイエリアという研究場所の設定に対する批判や、米

国のゲイたちのあいだにみられる親密な関係性の一様式に対する批判から推
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測できる。

　シンヤが日本に帰りたい理由としてパートナーの不在を挙げている点は着

目すべきである。パートナーの話題は他の「日本人ゲイ」たちとの共通の話題

となりうる。パートナーがいないことそれ自体と、パートナーの話を他のゲ

イと共有できないことは、シンヤが米国に居続ける決意を揺るがせる大きな

ことがらであるように考えられる。

　しかしそれ以上にパートナーの不在が、他者との比較に基づくシンヤ自身

の「価値下げ」につながっているのではないか、という点を示唆しておきたい。

シンヤはおそらく米国で「本当の自分」を取り戻し、パートナーを作り幸せに

暮らすという一つの理想ないし、一つの理想的な物語を有していたのではな

いだろうか。この理想は、米国での生活における活力ともなりうるが、同時

に自らを「浰る」規範にもなりうる。規範化された物語について家族療法を専

門とするホワイトとエプストンは「ドミナント・ストーリー」ということばで

説明する。ホワイトとエプストンは、「ドミナント・ストーリー」からクライ

エントを「引き離し」、問題を「外在化」させることによって、「ドミナント・ス

トーリーの読みからは導き出されなかった側面を同定」していくことが必要だ

と述べた（ホワイトˍエプストン 2017: 53-57）。

　自身の被差別経験やパートナーの不在に関する物語は、シンヤにとって大

きなことがらであるように思われる。この物語はシンヤにとって「ドミナント・

ストーリー」化しているといえるのではないだろうか。しかしながら本研究は

「ドミナント・ストーリー」を発見することが主な目的ではない。本研究はむ

しろシンヤがどのように語ることを通してその規範と付き合っているのかに

着目する。シンヤは日本に帰ることについて「後悔するかなって思うんだ。で

も後悔っていう経験をしにいくんだ。しない後悔よりずっといいでしょ」と語

る。シンヤのこの語りは、日本への「帰国」の意思を自らの意思として物語る

ことにより、自身の人生を自らの意思で生きていこうとしていることを自身

と他者に示すという意味があるように考えられる。

3.2 「ズラシ」と「外し」
　シンヤの物語ʗ語りは日本における異性愛中心性と日本社会と米国社会の



未来共創  第 8 号（2021） 23

はざまで生活する「日本人ゲイ」に関する語りのあり方を倦実に示している。

ユウとώロシの物語ʗ語りにおいてもこのような物語ʗ語りは観察できる。

　ユウが語った日本企業における話は直接的な差別とはいえないかもしれな

いものの、異性愛中心性を指摘するには十分な例である。またバーについて

の話は、当時の米国における「日本人」・日系の性的マイノリティが置かれて

いた被差別的状況を映し出すだろう。ώロシの話は日本から米国に渡った者

たちが経験する居住権に関する問題を明らかにする。両者は日本社会と米国

社会のはざまで試行ޡࡨを経て、今の暮らしを手に入れたのだろう。

　しかしユウとシンヤの物語ʗ語りの特徴は、むしろ自身をただ単に性的マ

イノリティ性、人種・民族的マイノリティ性を抱えた被差別的な存在のみと

して物語らない点にある。

　ユウの物語ʗ語りの特徴は、一方で自身やアジア系ゲイの置かれている「ゲ

イ難民」的状況について語りながら、他方で自身の「成功」に関する物語や立

ち振る渢いを行っている点にある。ユウがアジア系の性的マイノリティのバー

における話を物語る際、「๻が差別にあったっていうことはなかったんだけど」

や「私はこっちで育ったアジア人じゃないので、最初は意識がなかったんだけ

ども」のように自身の経験そのものとして物語らないようにしていることは印

象的である。

　すなわちユウは物語ʗ語りや立ち振る渢いを通して、自身を単に性的マイ

ノリティ性と人種・民族的マイノリティ性という二つのマイノリティ性によ

り抑圧されているという存在から微妙に「ズラシ」た存在として表象しようと

していると考えられないだろうか。この「ズラシ」は、ユウが私に対して二つ

のマイノリティ性を抱えながら現状の暮らしを勝ち取ったことを誇示するた

めと考えることもできるし、ユウが自身の経験と他の「日本人ゲイ」や日系人

ゲイたちの経験を比較した上で、自身の経験をそこまで大変でなかったと評

価しているからとも考えられるだろう。

　しかしそれ以上に、ユウが同じ「日本人ゲイ」である私に対して物語ってい

ることがユウの「ズラシ」と関係しているのではないだろうか。ユウは私に対

して極めて丁寧に接し、また過去の歴史を丁寧に物語った。ユウは「日本人ゲ

イ」である私に対して自身を一つの「ロールモデル」として提示しようとした
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のではないだろうか。

　ώロシの物語ʗ語りは、物語と語り方という二つの面で矛盾を含んでいる

といえるだろう。ώロシの幼少期の父親からの性的な「ٮ待」の話や、母親の

代わりに妹の世話をする話、米国への突然の入国拒否に関する話などは、極

めて「悲ࢂ」な経験とも捉えられる。しかしώロシはよどみなく話すこと、性

的な話を混ぜることなど話し方を工夫することによって、自身の物語を「悲

、な物語として提示しないようにしていると考察できる。すなわちώロシは「ࢂ

自身の物語にԊった語りのモードから、あえて「外し」たモードで物語ってい

るように考えられる。

　ώロシの物語ʗ語りにおける「外し」は棾い経験に対する一種の防衛機制的

な反応とも考察できるだろうが、私はこの物語ʗ語りのもつ別の意味を考察

したい。それはユウが自らを単なる被差別的な存在として表象することに対

する「抵抗」としての意味である。ώロシが「日本人ゲイ」たちのグループに積

極的に参加しないのは、被差別的な存在としてしばしば語られる「日本人ゲイ」

とは異なった存在として自身を位置付けたいという希望からではないだろう

か。

　このような実践は人類学者の田中雅一（2010）が述べるような「パヴァート」

的振る渢い 5 や、自身がゲイであり評論家である渫見憲明（2004）が述べるよ

うな「キャンピィ」的振る渢い 6、サンフランシスコ・ベイエリアで行われてい

る「ドラァグ」7 と近しい性質をもつだろう。これらに共通していることは被

差別的な存在として他者に名づけられたレッテルを自らの表象を通して᎟乱

することである。ώロシの物語ʗ語りにみられる「ズレ」は自身の語る実践を

通して「日本人ゲイ」に対するイメージを変化させるための「戦略」と考えられ

る。

　ユウとώロシは「ズラシ」や「外し」などの要素を用いながら物語る。この

ことから両者は自身の表象について非常に敏感な人物であるように考えられ

る。自己の表象に対するӶさは、おそらく米国で生活していくなかで浒われた、

また浒わざるをえなかった「戦略」的要素だと考えられる。これは逆説的に自

身がいつも眼差される対象であること、すなわち周ԑ的な存在であることと

無関係ではないように考えられる。
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４．本研究のまとめと限界

　本研究は、米国に住む「日本人ゲイ」が性的マイノリティ性と人種・民族的

マイノリティ性をどのように経験してきたのかについて、語る内容のみなら

ず、いかにして物語るかという点への着目に基づく記述により明らかにする

ことを目的とした。

　「日本人ゲイ」により語られる物語には日本でのゲイに対する差別の語りや、

異性愛中心的な日本社会についての語り、米国と日本のどちらに住み続ける

のかに関する語りを含む。これらの語りは先行研究がこれまで指摘してきた

点と多分に重なり合う。米国に住む「日本人ゲイ」は、性的マイノリティ性と

人種・民族的マイノリティ性という二つのマイノリティ性をかかえながら日

本社会と米国社会のはざまで試行ޡࡨしながら生活を営んでいるといえるだ

ろう。

　また「日本人ゲイ」たちがいかに物語るのかに着目すると両義性や矛盾も観

察できる。これらの物語ʗ語りは語る者にとっての特別な意味や役割をもつ

ように考えられる。それは時に性的マイノリティ性、人種・民族的マイノリティ

性をかかえながら日本と米国で生きてきた自身を提示する役割であり、自身

を単なる社会における被抑圧的な存在として物語ることに対する「抵抗」とし

ての「戦略」的な役割である。

　本研究の限界として三点を提示したい。一つ目は今回の研究が主に一対一

のインタビューのみに着目したことである。ゲイたちはしばしば集会などで

物語ʗ語りを語り合うことがある。集団での物語ʗ語りの実践になったとき、

語られる物語ʗ語りの内容や形式は変化するのだろうか。それはどのように

共有されどのような意味をもつのだろうか。この点に着目することは有意義

だと考えられる。

　二つ目は研究対象をゲイのみに絞ってしまったことである。近年とりわけ

米国では性的マイノリティをまとめて捉えようとする動きが顕著にみられる。

しかしながら同時に性的マイノリティをひとまとめにできるのか、してよい

のか、という批判もみられる。性的マイノリティを研究対象とした場合、ど
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のような物語ʗ語りが共有され、どのような物語ʗ語りが共有されないのか、

という点に着目することは有意義だろう。

　三つ目はいくつかのテーマについての物語ʗ語りについて十分に提示でき

なかったことがある。その一つは同性婚に関する物語ʗ語りである。本イン

タビューにおいて同性婚に関する物語ʗ語りはみられたのだが、別稿で詳細

に述べたいと考え、今回の主となる記述からあえて外した。もう一つはHIV

ʗエイズに関する物語ʗ語りである。本研究において何人かのインタビュー

協力者が、HIV ʗエイズで亡くなった知り合いの話についての片綧を物語っ

た。しかし私は、語ることがインタビュー協力者にとっての棾い経験を想起

するきっかけになるのではないかと危惧し、深く聞くことを避けてしまった。

HIV ʗエイズの問題は米国に住むゲイにとって大きな影響を与えた問題でも

あり「日本人ゲイ」にとっても大きな影響を与えている可能性が高い。この点

に着目することを今後の課題としたい。
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り可能となった。本研究でインタビューを受けてくださった方、ご指導・ご助言を

くださった方、関わってくださった全ての方に感謝を申し上げます。

注

1 サンフランシスコ市の家奶は2021年3月現在、1ベッドルームの部屋の中央値が2650US

ドルと全米で最も高い（Gerstein 2021）。

2 アジア人という人種の定義自体が非常に曖昧である点を指摘しておきたい。またネイティ

ブハワイアンもしくは太平洋諸島地域もひとまとめにされている。この点に個別性をひと

くくりにしてしまう暴力性や彼らの周ԑ性について指摘できる。

3 人種割合のパーセンテージが全体で100％を超えるのは、国勢調査の方法が人種を自己認

識に基づくものとして捉え、一つ以上の選択ࢶを選ぶことを認めているからである。オー

クランド市の人種割合のパーセンテージも同様である。
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4 サンフランシスコの例ではないものの、これらの活動の一例としてエイミー・スエヨシ、

スタン・ヨギ企画、花๪吾早子和訳の J-Seiによる性的マイノリティ性をもつ日系米国人達

の歴史を取り上げたオンライン企画展『明界と紘界』がある。企画展は日本から米国に渡っ

た同性愛や異性槦に対して比較的׮容だった日系人たちが、1930年以降次第に同性愛を逸

脱したものとして捉えるようになっていく歴史的変榜を描いている（J-Sei 2020）。

5 「パヴァート」のもつ可能性については田中が論じている。田中は1972年のルー・リードに

よる「ワイルド・サイドを歩け」というۂを引用し、「裏街道」＝「ワイルド・サイド」を「性

的存在としての人間」＝「パヴァート」がいる場所や場面と定義付ける。「パヴァート」につ

いて田中はクィアの概念と近しいと言及しながら、「パヴァート」のもつ「支配される側（マ

イノリティ）が支配する側の世界を᎟乱し揺るがす力」について指摘する（田中 2010: 215-

218）。

6 渫見憲明は、論考集『ゲイという経験』（2004）の「キャンピィ感覚」（このエッセイ集は単独

で書籍化もされている）というエッセイ集の部分において「キャンピィ」的な生き方につい

て「キャンピィ」的な書き方を実践することを通して提示した。渫見は「自己紹介のキャン

ピィ」という小節の中で、依存症の人たちが集まるイベントに参加した際に自分史を語っ

たことを述べる。渫見は自身のマイノリティとしてのストーリーについて笑いを入れな

がら語ったという。「考えてみれば、その時会場に集まっていたのは、アディクションを

もった連中やゲイやレズビアン、その他諸々のハズレモノばかりだった。そんな中でひ

とり҉くなったって、誰も同情してくれないもんね。お互いの傷をなめ合うというより

は、傷口にԘを塗りたくる遊びを楽しんでしまう方がずっといい。ʜ中略ʜだから、出会

いの場で求められる自己表現のキャンピィは、自分の商品価値や自信を伝えることではな

く、弱点をウリにさえできる茶目っ気なのだ。弱さを共有していることがベースになって

いるつながりならば、意味のないࣧ侓やڝ争心を持たずにお互いを尊重できるし、プラス

の面をより認められる。なによりも関係の中で自然体の自分でいることが許される（渫見 

2004:511）」。ώロシの語り方は、渫見のいう「キャンピィ」的な振る渢いと多分に重なり合

うだろう。

7 パフォーマティビティの一例としての「ドラァグ」に着目したのがジュディス・バトラーで

ある（Butler 1993）。サンフランシスコ・ベイエリアにおいても「ドラァグ」な実践は様々な

場所で観察される。その一つが�e sisters of Perpetual Indulgenceの実践である。この団体

は1979年に始まった（�e sisters of Perpetual Indulgence n.a.）。団体の特徴はシスターの格

好をし、派手な白塗りの化緑に淗を生やしているメンバーたちの姿にある。彼らはボラン

ティア活動やファンドレイジングに積極的に参加し、祭りやイベントに参加するなかで観

客を楽しませる（�e sisters of Perpetual Indulgence n.a.）。この実践は、ゲイに対して批判

的なキリスト教をᎏ᎐する取り組みであると同時に、男性と女性という二分法をあやふや

にさせゲイたちの社会的なイメージを塗り壐える戦略的取り組みともいえるだろう。
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Abstract
 Previous studies on "Japanese gays" living in the United States have illustrated 

the intersectional problems of sexuality and race/ethnicity leading to discrimination and 

oppression. These problems appear in complexity in their narratives. The purpose of this 

study is to examine how "Japanese gays" represent sexual minority-ness and racial/ethnic 

minority-ness through their respective narratives, and to explore what these various narratives 

mean for them. The researcher conducted fieldwork in 2018 and 2019 for over eight months 

in San Francisco Bay Area, California, in addition to various interviews with 8 "Japanese gay" 

participants between the ages of 30s to 60s years old. Most of them are married or previously 

married to a same-sex partner.

 In this article, we can examine three narratives on heterosexism; dealing with a 

childhood bullying experience in Japan, Japanese workplace heterosexism, and uncertainty 

on whether to stay in the United States or go back to Japan. As previous studies pointed out, 

these narratives substantially confirm some of the "Japanese gays" intersectional problems 

related to sex and race/ethnicity, especially when one focuses on their sexual or racial/ethnic 

minority-ness. However, these stories sometimes work as norms.

 Furthermore, the narratives also contain ambivalence and contradictions. For 

example, one interviewee tried to present his image as successful in life, but explaining socially 

discriminated. The other interviewee narrated harsh stories about his childhood cheerfully. 

This study analyzed the meaning of such ambivalence or contradiction in the respective 

narrative, which I call "zurashi" (shifting) or "hazushi" (out of tune). The researcher pointed 

out that these elements relate self-representation.

A study on narratives by “Japanese gays” living in the 
U.S. : How do they represent sexual minority-ness 
and racial/ethnic minority-ness in their narratives?

RESEARCH ARTICLE

Hiroyuki TOMIYASU

Keywords : Gay, Japanese living in the United States, narratives, minorities




